
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3,721

平成24年度所要一般財源総額 3,948

平成24年度予算における財源不足額（ア） 227

（財源不足への対応策）

目標 実績

91 98

11 12

5 5

25 28

50 53

平成23年度の黒字見込みを活用した，基金による財源の年度間調整（ウ） 33

平成24年度予算　特別の財源対策必要額（ア）－（イ）－（ウ） 96

（参考1）中期財政収支見通しにおける24年度特別の財源対策必要見込額107億円

（参考2）23年度の黒字見込みを活用した基金による財源の年度間調整

＜投資的経費＞公共投資の抑制，市債残高縮減

＜歳入＞資産有効活用等による財源確保

財政構造改革の推進による効果額（イ）

＜消費的経費＞事業見直し等による財源確保

平成24年度当初予算における財源不足の解消状況

（財政構造改革の取組効果と特別の財源対策）

（単位：億円）

平成24年度一般財源収入総額

＜給与費＞総人件費の削減

23年度一般会計収支見通し 61

一般財源収入（市税）の増 55

歳出（一般財源）の不用 6

61億円の活用策

①23年度公債償還基金取崩し（特別の財源対策）を全額回避 28

②23年度都市計画事業基金取崩し23億円を回避 23

③都市計画事業基金積立て 10

⇒②，③により都市計画事業基金33億円を24年度予算に活用

行政改革推進債の活用 35
公債償還基金の活用 61



＜参考＞市債発行額，残高 

 

１ 実質市債発行額（※）（当初比較）       （単位：億円） 

 24 年度(案) 23 年度 増減額 

全 会 計 ２，０２０ １，６７１ ＋３４９ 

一 般 会 計 ４４２ ４３４ ＋８ 

うち，投資的経費充当分 ２４９ ２４０ ＋９ 

予算配分の目安額である市債発行額（投資的経費充当分）２５０億円以下を達成 

 

２ 実質市債残高（※）見込み           （単位：億円） 

 24 年度(案) 23 年度 増減額 
【参考】 

22 年度末 

全 会 計 １８，９６１ １９，１８４ △２２３ １９，４２７

一 般 会 計 ９，５５８ ９，７０７ △１４９  ９，８１７

     

 

 

 

◎全会計の市債残高は，ピーク時（平成１４年度 ２兆９５７億円） 

から約２，０００億円削減 

  

※実質市債発行額，実質市債残高 

   国が返済に責任を持つ臨時財政対策債を除く，本市が実質的に返済に責任を負う市債発行

額，市債残高 

 
 
参考 

◇臨時財政対策債を含めた市債発行額          （単位：億円） 

 24 年度(案) 23 年度 増減額 

全 会 計 ２，６１８ ２，２３５ ＋３８３ 

一 般 会 計 ８９５ ９１５ △２０ 

◇臨時財政対策債を含めた市債残高見込み        （単位：億円） 

 24 年度(案) 23 年度 増減額 

全 会 計 ２１，７２５ ２１，５４６ ＋１７９ 

一 般 会 計 １２，３２２ １２，０６９ ＋２５３ 

 

借換債＋２７７（うち高金利企業債＋１９６）

新規債＋ ７２ 

【財政運営の目標】22 年度末から 27 年度末の 5年間で 500 億円（5％）以上削減 

【24 年度末見込み】22 年度末からの 2年間で 259 億円削減 


